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論 文 内 容 要 旨 
 
Differences in joint morphology between the knee 
and ankle affect the repair of osteochondral defects 
in a rabbit model 
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合性不良のモデル)に直径 3 ㎜、深さ 2 ㎜の骨軟骨損傷をそれぞれ 6 例ずつ作製し、0.7mm K ワ
イヤーを用いて 4 ヶ所、骨穿孔術を行った。4、8、12 週で堵殺し、microCT による画像評価と
組織学的評価を行った。組織学的評価はサフラニン O 染色、免疫染色(コラーゲン 1 型、コラー





 4週で covered talusと uncovered talus では部分的な軟骨下骨の修復を認めたが、MFCと PG
では認めなかった。Pineda score は MFC と比較して covered talus と uncovered talus で有意
に良好であった。8 週では covered talus と MFC では硝子軟骨様の修復を確認することができ、
Pineda scoreは MFCと covered talusで PG、uncovered talusと比較して有意に良好であった。
12 週では covered talus に正常な厚みの硝子軟骨様の修復を認め、CTでは軟骨下骨の良好な修
復を認め、その輪郭も正常なものであった。Pineda score は MFCと covered talus は uncovered 
talus と比較して有意に良好であった。免疫染色では 2 型コラーゲンに染色性を示す細胞数が
covered talusで有意に多く、1 型コラーゲンに染色性を示す細胞は uncovered talusで MFC,PG





 我々の研究では、関節適合性の良い covered talusで最も早期に隣接軟骨と類似した硝子軟骨
様の骨軟骨修復を認めた。Covered talus では軟骨下骨の修復が早期から起こっており、軟骨下
骨の修復が骨軟骨修復において重要であると考えられた。適合性の良い関節では関節軟骨への圧
が均等にかかりやすく、負荷を分配し、軟骨損傷の進行や軟骨下嚢腫の形成を減らし、正常な輪
郭の軟骨下骨の修復が起こりやすいことが考えられる。また本研究では軟骨増殖能やプロテオグ
リカン放出量、IL-1に対する反応性などの生化学的な差異は認めなかった。これらの結果から
適合性の良い関節では、軟骨下骨の修復が良好に行われ、続いて起こる骨軟骨修復が良好である
ことが考えられ、関節形態の差が骨軟骨修復に影響を与えることが示唆された。 
 
